
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 新潟医療福祉大学 
設置者名 学校法人新潟総合学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

リハビリテーシ

ョン学部 

理学療法学科 
夜 ・

通信 
3 0 17 20 13  

作業療法学科 
夜 ・

通信 
3 0 14 17 13  

言語聴覚学科 
夜 ・

通信 
3 0 22 25 13  

義肢装具自立 

支援学科 

夜 ・

通信 
3 0 13 16 13  

鍼灸健康学科 
夜 ・

通信 
3 0 14 17 13  

臨床技術学部 

臨床技術学科 
夜 ・

通信 
3 0 17 20 13  

視機能科学科 
夜 ・

通信 
3 0 10 13 13  

救急救命学科 
夜 ・

通信 
3 0 16 19 13  

診療放射線学科 
夜 ・

通信 
3 0 13 16 13  

健康科学部 

健康栄養学科 
夜 ・

通信 
3 0 12 15 13  

健康スポーツ 

学科 

夜 ・

通信 
3 0 14 17 13  

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
3 0 13 16 13  

心理・福祉学部 

社会福祉学科 
夜 ・

通信 
3 0 11 14 13  

心理健康学科 
夜 ・

通信 
3 0 10 13 13  

医療情報経営 

学部 

医療情報管理 

学科 

夜 ・

通信 
3 0 12 15 13  

健康データサイ

エンス学科 

夜 ・

通信 
3 0 16 19 13  



  

（備考） 

「実務経験のある教員等による授業科目」のシラバスには、【授業の概要】欄に 

どのような実務経験をもつかを記載している。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.nuhw.ac.jp/about/new-support.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 新潟医療福祉大学 
設置者名 学校法人新潟総合学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure/officer.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 医療法人理事長 2025.6.10 ～

2027 年度の

定時評議員会

終結の時まで 

法人代表 

非常勤 株式会社役員 2025.6.10 ～

2027 年度の

定時評議員会

終結の時まで 

理事長補佐 

非常勤 学校法人理事 2025.6.10 ～

2027 年度の

定時評議員会

終結の時まで 

理事長補佐 

非常勤 学校法人理事 2025.6.10 ～

2027 年度の

定時評議員会

終結の時まで 

組織運営体制へのチ

ェック機能等 

非常勤 株式会社役員 2025.6.10 ～

2027 年度の

定時評議員会

終結の時まで 

組織運営体制へのチ

ェック機能等 

（備考） 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 新潟医療福祉大学 

設置者名 学校法人新潟総合学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

１）作成過程 

本学が開設する全授業科目について、シラバスを作成し、下記 URL のポータルサ

イトにおいて公表している（ポータルサイト上のシラバスの閲覧は、学外者の閲覧

も可能になっている）。 

シラバスの作成にあたっては、「シラバス作成マニュアル」を配布し、「授業の概

要」「授業の目的」「学習目標」、各授業回数における「授業計画・学習主題」「授業

形態・事前事後学習・学習課題・備考」等の決められた記載事項の書き方について

ガイドラインを示している。 

開講年度のみならず、次年度以降に開講する科目についてもシラバスを掲載して

おり、学生が４年間の履修計画を見通して立てられるように配慮している。 

建学の精神「優れた QOL サポーターの育成」に資するように、QOL サポーターと

して備えるべき資質として S（科学的知識と技能を学び続ける力）・T（チームワー

クとリーダーシップを発揮する力）・E（対象者を支援する力）・P（問題を解決する

力）・S（自己実現を達成する力）の５つを定義し、各科目のディプロマポリシーと

の関連性をシラバスに明記している。 

２）作成・公表時期 

 シラバスの作成は前年度 12月から開始する。 

公開時期は、新年度開始前の 3月下旬としている。 

 

※なお、上記の記載事項は全学部共通の取り組みである。 

授業計画書の公表方法 

本学 WEB ポータルサイトの下記 URL にて授業科目名を入力

して閲覧（学外者の閲覧も可能） 

https://portal.nuhw.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101

.xhtml?guestlogin=Kmh006 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 下記のとおり、「新潟医療福祉大学授業科目の履修認定、試験および成績評価に関

する細則」に則り試験の実施および成績評価を行う。また、下記細則の第4条第5項に

おいては、平常の学習の成績、出席状況及び授業科目担当教員が提出させたレポート

等の成績等を加味することができると定められており、各科目担当者がシラバスに記

載した評価方法に従って、成績評価を行う。 

 

   新潟医療福祉大学授業科目の履修の認定、試験及び成績評価に関する細則 

 

（趣旨） 

第１条 この細則は、新潟医療福祉大学学則第２５条に規定する授業科目の履修およ

び試験なら 

びに第３２条に規定する成績の評価に関する必要な事項を定める。 

（履修認定） 

第２条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、当該授業科目の履修を認定

し、所定の単位を与える。 

２ 演習、実習および実技については、平常の学修の成績等に基づいて履修を認定し、

所定の単位を与えることができる。 

３ 学外実習科目については、別に学科の定めるところにより履修を認定し、所定の

単位を与えることができる。 

（試験の種類） 

第３条 試験は、定期試験、追試験および再試験とする。 

（定期試験） 

第４条 定期試験とは、履修した科目の授業が終了する学期の中間または学期末の試

験期間に行う試験をいう。 

２ 定期試験の実施日時は、試験期間初日の２週間前までに一括して公示する。 

３ 教育上有益と認めるときは、授業科目の平常の学修の成績または授業科目担当教

員が提出させたレポート等の成績をもって、定期試験に代えることができる。 

４ 定期試験の結果および前項の成績の結果は、合格、要再試験、不合格の三段階で

公示する。 

５ 定期試験の結果には、必要に応じ授業科目の平常の学修の成績、授業科目担当教

員が提出させたレポート等の成績を加味することができる。 

（追試験） 

第５条 追試験とは、病気、その他やむを得ない理由によって授業科目の定期試験を

受けることができなかった学生に対して、当該授業科目について行わなければならな

い試験をいう。 

２ 追試験を受験しようとする者は、授業科目担当教員に理由を説明して許可を得な

ければならない。なお授業科目担当教員は、正当な理由である場合は必ず許可するも

のとする。 

３ 教育上有益と認めるときは、授業科目担当教員が新たに提出させるレポート等の

成績をもって、追試験に代えることができる。 

４ 追試験の結果、および前項の成績の結果は、合格、要再試験、不合格の三段階で

公示する。 

５ 追試験の結果には、必要に応じ授業科目の平常の学修の成績、授業科目担当教員

が提出させたレポート等の成績を加味することができる。 

（再試験） 

第６条 再試験とは、定期試験、追試験、第４条第３項で定める成績または第５条第

３項で定める成績の結果において、要再試験とされた授業科目がある学生に対して、

当該授業科目について、改めて行う試験をいう。 



  

２ 教育上有益と認めるときは、授業科目担当教員が新たに提出させるレポート等の

成績をもって、再試験に代えることができる。 

３ 再試験の結果および前項の成績の結果は、合格、要再試験、不合格の三段階で公示

する。 

（受験資格） 

第７条 次の各号に該当する者は、履修登録した授業科目の試験の受験を認めないこ

とがある。 

（１）授業料を滞納している者 

（２）授業の出席時間数が、授業の総時間数の３分の２未満の者 

（成績評価） 

第８条 成績評価は、授業科目の担当教員が行う。 

２ 担当教員が年度途中で退任、その他の事由により成績評価を完了できない場合

は、学科長または教教務委員会が後任担当者を選定・決定し、後任担当者が責任を持

って評価し、成績を確定させる。 

３ 定期試験、追試験、第４条第３項で定める成績、および第５条第３項で定める成

績は、１００点を上限として、再試験および第６条第２項で定める成績は６０点を上

限として採点し、成績評価基準や評価区分等については、別表１のとおりとする。 

４ 点数が５９点以下の場合、要再試験として評価区分の確定を保留し、再試験の成

績によって 

評価区分を決定することができる。 

５ 正当な理由なく再試験を受けなかった学生の成績は、原則として、評価区分を D

とする。 

６ 試験問題および正答、採点結果並びにその他成績評価に用いた資料は、学生から

の申し立てに備え、成績発表日から２か月間保管する。 

（ＧＰＡ） 

第９条 成績を総合的に判断する指標として、グレード・ポイント・アベレージ（以

下「ＧＰＡ」という。）を用いる。 

２ ＧＰＡは、各履修科目の単位数と評価区分に応じて与えられたグレード・ポイン

ト（以下「ＧＰ」という。）を乗じたものの総和を、総履修登録単位数で除して算出す

るものとする。 

３ 評価区分とＧＰの対応は別表１のとおりとする。 

（成績評価の報告） 

第１０条 授業科目担当教員は指定の期日までに、試験の成績と評価区分を確定しな

ければならない。 

２ 学科長は学長の求めに応じて報告しなければならない。 

（不正行為に対する罰則） 

第１１条 試験において不正行為を行った学生に対しては、当該授業科目又は当該学

期の全履修科目の評価区分をＤとした上で、学則第４６条の規定に基づいて懲戒す

る。 

（学外実習に対する罰則） 

第１２条 学外実習において情報倫理に反する行為を行った学生に対しては、当該学

外実習科目又は当該学期の全履修科目の評価区分をＤとした上で、学則第４６条の規

定に基づいて懲戒する。 

（単位授与） 

第１３条 履修した授業科目の単位授与は、授業科目担当教員が試験その他適切な方

法により学修の成果を評価して行う。 

 

（補則） 

第１４条 この細則に定めるもののほか、試験実施等に必要な事項は教務委員会が別



  

に定める。 

（改廃） 

第１５条 この細則の改廃は、総務会の議を経て学長が行う。 

 

附 則 

この細則は、平成１３年７月１８日から施行する。 

附 則 

この細則は、平成１６年３月１７日から施行する。 

附 則 

この細則は、平成１７年９月２８日から施行する。 

附 則 

この細則は、平成２２年１月２０日から施行する。 

附 則 

この細則は、平成２５年１２月４日から施行する。 

附 則 

この細則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この細則は、２０２５年４月１日から施行する。 

２０２４年度以前に入学した者の履修認定、試験及び成績評価は、この細則による改

正後の細則の規程に関わらず、なお従前の例による。 

附 則 

この細則は、２０２６年４月１日から施行する。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では成績の客観的指標として GPAを導入し、成績評価のＳ（4点）・Ａ（3点）・Ｂ

（2点）・Ｃ（1点）までを合格、D（0点）を不合格としている。ただし、「基礎ゼミ」

については、GPA の対象外としている。 

 一部の学科においては、一定の GPAに達している学生に対して履修科目単位数の上

限（CAP 制）を緩和し、より多様な科目履修が可能となり、学修意欲を喚起する仕組

みを設けている。 

 なお、学生の成績表には、GPAが明記されている。 

  

※GPA等に関しては、下記 URLにて掲載している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

・学生には『履修の手引き』を公開し、GPA について上記の内

容を掲載している。 

・GPAについては、上記同様の内容を本学 WEBサイトの下記 URL

にて公表している。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html 

のうち、［学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に 

当たっての基準］の項目内 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

学則第 42条に定める卒業要件を満たし、かつ、大学全体・各学部・各学科単位でそ

れぞれディプロマポリシーに適った学生を対象として、卒業判定会議、教授会を経て、

学長が卒業を認定する。 

卒業を認定された者に対しては、学則第 43条に定める学位（下記 URL参照）を授与す

る。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本学 WEBサイトの下記 URLから、ディプロマポリシー、卒

業に必要な修得単位数、取得可能な学位を公表している。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html 
 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 新潟医療福祉大学 

設置者名 学校法人新潟総合学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.nuhw.ac.jp/about/financial.html 

収支計算書又は損益計算書 https://www.nuhw.ac.jp/about/financial.html 

財産目録 https://www.nuhw.ac.jp/about/financial.html 

事業報告書 https://www.nuhw.ac.jp/about/financial.html 

監事による監査報告（書） https://www.nuhw.ac.jp/about/financial.html 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.nuhw.ac.jp/about/assessment.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

 



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 リハビリテーション学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学 WEBサイトの下記 URLにて公表。 
      https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html のうち、［大学の教育研究 

上の目的及び第 165 条の 2 第 1 項の規定により定める方針］の項目内） 

（概要） 

 リハビリテーション学部は、幅広い教養科目とリハビリテーションに関連する専門基礎

科目や専門専攻科目を通して、リハビリテーションの基盤を形成する理学療法学、作業療

法学、言語聴覚療法学および義肢装具自立支援学に関する知識・技能や、科学的思考力、

医療従事者としての倫理観と責任感、および人間性を涵養する。さらに、様々な問題点を

発見し、論理的に解決する力を養うとともに、変化する社会のニーズや科学の進歩に関心

をもち続け、生涯を通じて探求心を礎に自らを高めることができる精神を醸成する。これ

により、保健・医療・福祉を主とした多職種間で調和のとれたコミュニケーションを図る

ことができる「優れた QOL サポーター」を育成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

持続可能な社会を支える医療分野の一員として、幅広い教養とともに、リハビリテーショ

ンに関する確かな知識と技術を身につけている。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

多職種間連携の技能を活かし、多様な背景を持つ他者とコミュニケーションを図りながら、

対象者の問題解決に向け職務を遂行することができる。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

医療従事者として豊かな人間性と高潔な倫理観を有し、リハビリテーションを必要とする

対象者の QOL への理解と共感に基づき、対象者の自立を促すために適切な支援を行うこと

ができる。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

リハビリテーションに関する専門知識と他の専門職種の知見を活かしながら、科学的な手

法を用いて対象者が抱えている問題を分析・考察し、その解決に取り組むことができる。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

リハビリテーションに関する学びを生涯にわたり続けることで、国際化・情報化に対応し

自らの可能性を広げようとする姿勢がある。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

幅広い教養とリハビリテーションに関する確かな知識と技術を修得するために、基礎教養

科目群や専門基礎科目群、専門専攻科目群を配置する。成果は基礎教養科目群、専門基礎

科目群及び専門専攻科目群の成績により評価する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

多職種間連携の技能や多様な背景を持つ他者とのコミュニケーション能力を修得するため

に、保健医療福祉連携科目群を配置する。成果は保健医療福祉連携科目群の成績により評

価する。 



  

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

リハビリテーションを必要とする対象者の QOL を共感的に理解し、適切な支援を行うこと

ができるようになるために、専門専攻科目群に臨床実習を配置する。成果は臨床実習の成

績により評価する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

科学的な手法を用いて対象者が抱えている問題を分析・考察・解決するために、専門専攻

科目群に演習科目を配置するとともに、4 年次に卒業研究を配置する。また他の専門領域

も含め幅広く研究活動に触れられるよう、1 年次から 4 年次まで、基礎教養科目群に研究

プロジェクト演習（UROP）を配置する。成果は卒業研究の成績により評価する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

優れた QOL サポーターになり自らの可能性を広げるとともに、リハビリテーションに関す

る学びを生涯にわたり続けていく基盤を確立するために、専門基礎科目群および専門専攻

科目群に専門性の高い科目を配置する。成果は専門基礎科目群および専門専攻科目群の成

績で評価する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL で公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

高等学校卒業相当の基礎学力および学習能力を有する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

相手の話をよく聞き、自分の考えを相手にわかりやすく伝えながら、他者と協力して物事

を行おうとする態度を有する。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

他者の意見を共感的に理解することができ、リハビリテーションを必要とする対象者を支

援しようとする態度を有する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

ある事象における課題を解決するために、他者の意見を取り入れながら、多面的に考える

能力を有する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

リハビリテーションに関する専門職種を志す動機や意欲を有する。 

 

学部等名 医療技術学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学 WEBサイトの下記 URLにて公表。 
https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html のうち、［大学の教育研究 

上の目的及び第 165 条の 2 第 1 項の規定により定める方針］の項目内） 

（概要） 

 医療技術学部は、多くの学問領域から構成されている特徴を生かした連携教育や工夫さ

れたカリキュラムなどを通して、科学的思考力とともに専門的な知識・技術、幅広い教養

を育み、高い倫理観や豊かな人間性を養うとともに、変化する社会のニーズや科学の進歩

に関心をもち続け、生涯を通じて探求心を礎に自らを高めることができるよう支援する。

これにより、保健・医療・福祉を主とした多職種間で調和のとれたコミュニケーションを

図ることができる「優れた QOL サポーター」を育成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 



  

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

持続可能な社会を支える医療分野の一員として、幅広い教養とともに、医療技術に関する

確かな知識と技術を身につけている。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

多職種間連携の技能を活かし、チーム医療の一員として多様な背景をもつ他者とコミュニ

ケーションを図りながら、対象者の問題解決に向け職務を遂行することができる。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

自らの専門職種に関する高い技能を活かし、対象者の QOL への理解と共感に基づき、対象

者のニーズを踏まえた適切な支援を行うことができる。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

豊かな人間性と高潔な倫理観を有し、他の専門職種の知見を活かしながら対象者が抱えて

いる問題を論理的に分析・考察し、その解決に取り組むことができる。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

医療技術の発展に関心をもち、専門性やチーム医療に関する学びを生涯にわたり続けるこ

とで、国際化・情報化に対応し自らの可能性を広げようとする姿勢がある。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

幅広い教養と医療技術に関する確かな知識と技術を修得するために、基礎教養科目群や専

門基礎科目群、専門専攻科目群を配置する。成果は基礎教養科目群、専門基礎科目群及び

専門専攻科目群の成績により評価する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

多職種間連携の技能や多様な背景をもつ他者とのコミュニケーション能力を修得するため

に、保健医療福祉連携科目群を配置する。成果は保健医療福祉連携科目群の成績により評

価する。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

対象者の QOL を共感的に理解し、対象者のニーズを踏まえた適切な支援を行うことができ

るようになるために、専門専攻科目群に臨床実習を配置する。成果は臨床実習の成績によ

り評価する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

科学的な手法を用いて対象者が抱えている問題を分析・考察・解決するために、専門専攻

科目群に演習科目を配置するとともに、4 年次に卒業研究を配置する。また他の専門領域

も含め幅広く研究活動に触れられるよう、1 年次から 4 年次まで、基礎教養科目群に研究

プロジェクト演習（UROP）を配置する。成果は卒業研究の成績により評価する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

自らの可能性を広げようとする姿勢をもち、チーム医療に関する学びを生涯にわたり続け

ていく基盤を確立するために、専門基礎科目群および専門専攻科目群に専門性の高い科目

を配置する。成果は専門基礎科目群および専門専攻科目群の成績で評価する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL で公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

高等学校卒業相当の基礎学力および学習能力を有する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

相手の話をよく聞き、自分の考えを相手にわかりやすく伝えながら、他者と協力して物事

を行おうとする態度を有する。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 



  

対話や関わりを通して、他者の意見や思いを把握し、それを共感的に理解しようとする態

度を有する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

ある事象における課題を解決するために、他者の意見を取り入れながら、多面的に考える

能力を有する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

医療技術に関する専門職種を志す動機や意欲を有する。 

 

学部等名 健康科学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学 WEBサイトの下記 URLにて公表。 

      https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html のうち、［大学の教育研究 

上の目的及び第 165 条の 2 第 1 項の規定により定める方針］の項目内） 

（概要） 

 健康科学部は、幅広い教養と豊かな人間性を育み、専門分野の深い理解をもとに健康課

題についての的確な判断力と問題解決能力を醸成する。また、高い技能とコミュニケーシ

ョン能力とともに、専門的職業人としての使命感と責任感を培い、社会や科学の発展に関

心をもち、生涯を通じて探求心を礎に主体的に学習する人材を育成する。これらにより、

人の健康づくりを担う「優れた QOL サポーター」の育成を目指す。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

持続可能な社会を支える構成員として、幅広い教養とともに、健康科学に関する確かな知

識と技術を身につけている。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

多職種間連携の技能を活かし、多様な背景をもつ他者とコミュニケーションを図りながら、

チーム共通の目標に向けて職務を遂行することができる。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

豊かな人間性と高潔な倫理観を有し、対象者の QOL への理解と共感に基づき、国際化・情

報化した社会の一員として対象への支援を適切に行うことができる。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

他の専門職種の知見を活かしながら、科学的な手法を用いて問題を論理的に分析・考察し、

対象者が抱えている課題の解決に取り組むことができる。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

保健・医療・福祉・スポーツに関する学びを生涯にわたり主体的・意欲的に続けることで、

自らの可能性を広げようとする姿勢がある。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

幅広い教養と健康科学に関する確かな知識と技術を修得するために、基礎教養科目群や専

門基礎科目群、専門専攻科目群を配置する。成果は基礎教養科目群、専門基礎科目群およ

び専門専攻科目群の成績により評価する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

多職種間連携の技能や多様な背景をもつ他者とのコミュニケーション能力を修得するため

に、保健医療福祉連携科目群を配置する。成果は保健医療福祉連携科目群の成績により評

価する。 



  

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

対象者の QOL を共感的に理解し、国際化・情報化した社会の一員として適切な支援を行う

ことができるようになるために、専門専攻科目群に臨床実習を配置する。成果は臨床実習

の成績により評価する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

科学的な手法を用いて問題を論理的に分析・考察し、対象者が抱えている課題の解決に取

り組むために、専門専攻科目群に演習科目を配置するとともに、4 年次に卒業研究を配置

する。また他の専門領域も含め幅広く研究活動に触れられるよう、1 年次から 4 年次まで、

基礎教養科目群に研究プロジェクト演習（UROP）を配置する。成果は卒業研究の成績によ

り評価する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

自らの可能性を広げようとする姿勢をもち、保健・医療・福祉・スポーツに関する学びを

生涯にわたり続けていく基盤を確立するために、専門基礎科目群および専門専攻科目群に

専門性の高い科目を配置する。成果は専門基礎科目群および専門専攻科目群の成績で評価

する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL で公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

高等学校卒業相当の基礎学力および学習能力を有する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

相手の話をよく聞き、自分の考えを相手にわかりやすく伝えながら、他者と協力して物事

を行おうとする態度を有する。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

対話や関わりを通して、他者の意見や思いを把握し、それを共感的に理解しようとする態

度を有する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

ある事象における課題を解決するために、他者の意見を取り入れながら、多面的に考える

能力を有する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

保健・医療・福祉・スポーツに関する専門職種を志す動機や意欲を有する。 

 

学部等名 看護学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学 WEBサイトの下記 URLにて公表。 
      https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html のうち、［大学の教育研究 

上の目的及び第 165 条の 2 第 1 項の規定により定める方針］の項目内） 

（概要） 

 看護学部は、人の多様な価値観を尊重し、人権擁護に基づく行動がとれる倫理的能力や

看護専門職として幅広い教養と豊かな人間性を培い、専門的知識と方法論を用いて課題を

解決していくために多職種と協働し問題解決をはかる能力を育成する。さらに、保健医療

福祉の動向や社会の変化に関心をもち、地域・社会におけるヒューマンケアリングを探求

しようとする使命感と責任感を涵養し、看護専門職として社会に貢献する人材を育成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 



  

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

看護の対象となる人を全人的に理解するための教養とともに看護に関する専門的知識と技

術を身につけている。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力。  

多職種と良好なコミュニケーションを図り、連携しながら調整役として主体的に行動する

ことができる。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

豊かな人間性と高潔な倫理観を有し、多様な背景をもつ対象者の QOL 向上に向けて看護を

提供することができる。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

対象の健康課題を判断し、科学的根拠に基づいてその解決に向けて取り組むことができる。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

知的好奇心をもち、社会の変化や看護の動向に対応し、生涯を通じて主体的・意欲的に学

習できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

看護の対象となる人を全人的に理解するために基礎教養科目、保健医療福祉教養科目を配

置する。さらに、看護に関わる専門的知識と技術を身につけるため 1 年次から専門基礎科

目、専門専攻科目を配置する。これらにより段階的にアセスメント力を修得できるように

する。成果は当該科目の成績により評価する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

多職種との連携・協働に必要なコミュニケーション力と調整力を修得するために保健医療

福祉教養科目、保健医療福祉連携科目を配置する。また、専門専攻科目においてもグルー

プ学習を活用し、メンバーシップ・リーダーシップを養う。成果は当該科目の成績により

評価する。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

豊かな人間性と高潔な倫理観をもって対象と関わることができるよう、保健医療福祉教養

科目・専門基礎科目・専門専攻科目に倫理や哲学に関する選択科目を配置する。また、専

門専攻科目に看護倫理、1 年次から臨地実習を配置し、2 年・3 年次はさまざまな発達段階・

健康段階にある対象に対する看護を実践できるよう実習を配置する。成果は当該科目と臨

地実習の成績により評価する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

対象の健康課題を解決に向けて取り組むことができるよう専門基礎科目、臨地実習を含む

専門専攻科目を配置する。そのための判断力、実践力を身につけられるよう 4 年間を通し

て課題解決型学習、シミュレーション教育を取り入れる。成果は当該科目と臨地実習の成

績により評価する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

社会の変化や看護の動向に好奇心をもち、生涯を通じて主体的・意欲的に学習できる看護

師となるために専門専攻科目に看護実践論、統合実習、卒業研究などの統合・発展の科目

を配置する。多様な看護職のキャリア選択を可能とする看護師、保健師、助産師、養護教

諭の専門専攻選択科目を配置する。成果は当該科目と卒業生の進路により評価する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL で公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 



  

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

高等学校卒業相当の英語・国語および入学者選抜試験にて出題する教科・科目の基礎学力

を有する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

自分の意思を表現し、周囲の人々と協力して物事を成し遂げる能力を有する。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

自他の生命を尊重し、思いやりの心をもって誠実に人と接する態度を有する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

ある事象に対して探究心をもち、さまざまな視点から物事を考え、自分の意見を表現でき

る能力を有する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

看護に対する興味・関心があり、看護を学ぶ高い意欲を有する。 

 

学部等名 心理・福祉学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学 WEBサイトの下記 URLにて公表。 
      https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html のうち、［大学の教育研究 

上の目的及び第 165 条の 2 第 1 項の規定により定める方針］の項目内） 

（概要） 

 心理・福祉学部は、幅広い教養と豊かな人間性を育み、社会福祉学や心理学、心身の健

康に関連する専門的知識・技術をもとに課題を発見して解決する思考力と判断力を養成す

る。また、人間と社会の諸問題や、福祉社会の構成要素の動向に関心を持ち、探求心を礎

に主体的に学び続ける姿勢を育成する。これらにより、人間の多様な生き方や個性を尊重

し、多様な人々のウェルビーイングに貢献できる「優れた QOL サポーター」を育成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

心理・社会福祉に関する専門知識や技術を、利用者の理解や支援に活かすことができる。 

心理・社会福祉に関する情報を収集・整理できる。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

多様な人々と良好なコミュニケーションをとり、連携を図ることができる。 

組織や地域社会、または国際社会の一員としての役割を果たすことができる。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

豊かな人間性と倫理観に基づいて、人々の多様性や個性を尊重できる。 

また、人々の多様性や個性を尊重する姿勢を利用者の支援に活かすことができる。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

心理・社会福祉に関する課題に関心をもち、理論と実践を結び付けながら利用者の問題解

決に向けて取り組むことができる。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

社会の変化に対応し、自ら学び続ける意欲をもつことができる。 

心理・社会福祉に関する専門性を活かして、社会に貢献する意欲をもつことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 



  

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

心理学・社会福祉学の学問体系を基盤として体系的に科目を編成しており、年次進行に沿

って基礎的な科目から応用・発展的な科目を学修できるようにしている。また、２年次か

ら心理学・社会福祉学の専門的科目を配置し、専門性を高められるように編成している。 

その成果は、専門専攻科目群の成績及び国家試験合格率により評価する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

学生が主体的・能動的に学び、チームワークやコミュニケーション力を養えるように、１

年次から保健医療福祉連携科目群を配置する。また、２年次からは演習科目や実験・実習

関連科目を配置し、円滑なコミュニケーション能力と積極的なリーダーシップおよび行動

力を向上できるように編成している。その成果は、学外実習の成績により評価する。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

心理・社会福祉に関わる専門職に相応しい倫理観を修得し、人々の多様性や個性を尊重す

る姿勢を養えるように、１年次から保健医療福祉教養科目群を配置する。また、２年次か

らは演習科目や実習関連科目を配置し、多様性や個性を尊重して利用者を支援する力を修

得できるように編成している。 

その成果は、学外実習の成績により評価する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

多様な社会的課題に触れる機会を提供するため、１年次に保健医療福祉教養科目群や心理

学・社会福祉学の基礎に関する科目を配置する。２年次からは理論と実践を結び付けなが

ら問題解決に向けて取り組む力を修得するために実験・実習関連科目を配置し、４年次に

卒業研究を実施する。その成果は、卒業研究の成績により評価する。  

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

幅広い視野と自律的な学修姿勢を身に付けるため、１年次からゼミ活動やキャリア形成教

育を実施する。２年次からは心理学・社会福祉学の専門的科目や実習関連科目を配置し、

自らの専門性を活かして社会に貢献する能力を涵養する。その成果は、就職率により評価

する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL で公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

高等学校卒業相当の英語・国語など、入学者選抜試験にて出題する教科・科目の基礎学力

を有する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

他者と積極的にコミュニケーションを図り、協調する姿勢を有する。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

他者の価値観を尊重し、支援したいという意志を有する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

人間の心理や心身の健康に関する課題または社会福祉に関する課題の解決に向けて取り組

む意欲を有する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

人間の心理や心身の健康または社会福祉に関心を持ち、専門性を活かした社会貢献や主体

的学びへの意欲を有する。 

 

学部等名 医療情報経営学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：本学 WEBサイトの下記 URLにて公表。 
      https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html のうち、［大学の教育研究 

上の目的及び第 165 条の 2 第 1 項の規定により定める方針］の項目内） 



  

（概要） 

医療情報経営学部は、データサイエンス・情報・経営・医療・福祉・スポーツに関する

幅広い専門的知識を有し、これらの分野の専門的知識に根ざした思考力・判断力を涵養す

る。また、社会の変化、専門技術の進歩に関心をもち続け生涯を通じて主体的に学び続け

る姿勢を養成する。さらに、社会人の一員として、専門的職業人として、礼節・使命感・

責任感をもち対象者・同僚・関連職種と良好なコミュニケーションがとれる能力と問題解

決能力を有し、人類の幸福と人々の QOL 向上に貢献できる「優れた QOL サポーター」を育

成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

人を理解するための幅広い教養的知識とデータサイエンス・情報・経営・医療・福祉・ス

ポーツに関する幅広い専門的知識・技能を活用できる。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

対象者、同僚及び保健・医療・福祉・スポーツ分野の複数の職種との対話を重視したチー

ムアプローチを図ることで、良好なコミュニケーション及び横断的・融合的な連携をとる

ことができる。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

社会の一員としての礼節をわきまえ、専門的な職業人としての使命感や責任感を有する。

また、豊かな人間性と倫理観に基づき対象者の多様性、尊厳を尊重し、QOL 向上のため適切

に行動できる。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

職場や地域社会で専門的知識・技能に根ざした思考と判断により問題解決できる。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

グローバル化、情報化が進む社会の変化や専門技術の進歩に関心を持ち続け、自らを高め

るため、生涯を通じて主体的・意欲的に学習できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL にて公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

専門技術者として必要な技術や人間を理解できる教養を身につけるために、データサイエ

ンス・情報・経営・医療・福祉・スポーツに関する幅広い分野の基礎から応用に至る幅広

い内容をもつ専門基礎科目群を配置する。成果は専門基礎科目群の成績及び資格試験合格

率で評価する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

自己を表現し、実践する能力を身につけるとともに、対象者や他の職種とコミュニケーシ

ョンをとりながら連携する技術を身につけるためにゼミ形式などの授業を配置する。成果

は保健医療福祉連携科目群及び専門基礎科目群、専門専攻科目群の成績により評価する。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

データサイエンス・情報・経営・医療・福祉・スポーツに関する幅広い分野などで活躍で

きる知識や技術を修得するために専門専攻科目を配置し、それを各分野で実践するための

能力を涵養するために演習・実習科目を配置する。成果は専門専攻科目群の演習・実習科

目の成績で評価する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

データサイエンス・情報・経営・医療・福祉・スポーツに関する幅広い分野で、問題点を

発見・分析・解決するための知識や技術を修得するために専門専攻科目群を配置する。成

果は専門専攻科目の成績で評価する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 



  

データサイエンス・情報・経営・医療・福祉・スポーツに関する幅広い分野で生涯に亘っ

て問題意識と探究心をもち続け、自分自身を向上させるための心構えを身につけるために

卒業研究などの専門科目を配置する。成果は卒業研究で評価する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：本学 WEB サイトの下記 URL で公表。 

https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html） 

（概要） 

[ Science&Art ] 科学的知識と技能を学び続ける力 

高等学校卒業相当の英語・国語・数学など、入学者選抜試験にて出題する教科・科目の基

礎学力を有する。 

[ Teamwork&Leadership ] チームワークとリーダーシップを発揮する力 

他者の話を理解するとともに、自らの意見をわかりやすく伝える能力を有する。 

[ Empowerment ] 対象者を支援する力 

常に人に対する思いやりをもつとともに、自ら積極的に行動しようとする態度を有する。 

[ Problem-solving ] 問題を解決する力 

ある事象に対して自分なりの思考に基づいた判断をくだすために多くの事柄を考慮し、ま

とめる能力を有する。 

[ Self-actualization ] 自己実現を達成する力 

データサイエンス・情報・経営・医療・福祉・スポーツに関する幅広い領域に強い関心が

あり、関連する知識や技術の修得及び資格の取得を目指し、将来、その分野で活躍しよう

とする高い意欲を有する。 

 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本学 WEBサイトの下記 URLにて公表。 

          https://www.nuhw.ac.jp/about/organization.html 

 

 



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 － 4 人 

リハビリテーション 

学部 
－ 

28 人 10 人 28 人 15 人 3 人 84 人 

医療技術学部 － 24 人 5 人 16 人 13 人 6 人 64 人 

健康科学部 － 17 人 12 人 19 人 15 人 6 人 69 人 

看護学部 － 10 人 5 人 6 人 12 人 4 人 37 人 

心理・福祉学部 － 12 人 5 人 7 人 7 人 1 人 32 人 

医療経営管理学部 － 12 人 6 人 5 人 6 人 2 人 31 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 194 人 194 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公 表 方 法 ： 本 学 WEB サ イ ト の 下 記 URL に て 公 表 。

https://www.nuhw.ac.jp/about/teacher.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

リハビリテー

ション学部 290 人 299 人 103.1％ 1,160 人 1,128 人 97.2％ 0 人 0 人 

医療技術学部 
295 人 290 人 98.3％ 1,180 人 1,158 人 98.1％ 0 人 0 人 

健康科学部 
330 人 343 人 103.9％ 1,330 人 1,304 人 98.0％ 5 人 1 人 

看護学部 107 人 118 人 110.3％ 434 人 460 人 106.0％ 3 人 2 人 

心理・福祉学

部 200 人 147 人 73.5％ 810 人 540 人 66.7％ 5 人 1 人 

医療情報経営 

学部 125 人 97 人 77.6％ 510 人 339 人 66.5％ 5 人 1 人 

合計 1347 人 1294 人 96.1％ 5,424 人 4,929 人 90.9％ 18 人 5 人 

（備考） 

 

 

 

 

 



  

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・

修了者数 
進学者数 

就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

リハビリテーション学

部 

244 人 

（100％） 

20 人 

（  8.2％） 

214 人 

（  87.7％） 

10 人 

（  4.1％） 

医療技術学部 
287 人 

（100％） 

6 人 

（  2.1％） 

243 人 

（  84.7％） 

38 人 

（  13.2％） 

健康科学部 
286 人 

（100％） 

8 人 

（  2.8％） 

260 人 

（  90.9％） 

18 人 

（  6.3％） 

看護学部 
127 人 

（100％） 

1 人 

（  0.8％） 

124 人 

（  97.6％） 

2 人 

（  1.6％） 

心理・福祉 

学部 

121 人 

（100％） 

1 人 

（  0.8％） 

116 人 

（  95.9％） 

4 人 

（  3.3％） 

医療経営管理学部 
98 人 

（100％） 

1 人 

（  1.0％） 

89 人 

（  90.8％） 

8 人 

（  8.2％） 

医療福祉学研究科 

（修士課程） 

67 人 

（100％） 

7 人 

（  10.4％） 

55 人 

（  82.1％） 

5 人 

（  7.5％） 

医療福祉学研究科 

（博士課程） 

18 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

15 人 

（  83.3％） 

3 人 

（  16.7％） 

合計 
1248 人 

（100％） 

44 人 

（  3.5％） 

1116 人 

（  89.4％） 

88 人 

（  7.1％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

主な進学先 新潟医療福祉大学大学院  

主な就職先 全国の医療機関・福祉施設・一般企業  

（備考） 

進学者は、大学院・専門学校・外国の学校への進学  

その他は、一時的な仕事についた者・就職準備中の者を計上  

割合（％）は、「合計」に対する割合を示す。  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 



  

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

本学が開設する全授業科目について、シラバスを作成し、ポータルサイトにおいて公

表している。シラバスの作成にあたっては、「シラバス登録操作マニュアル」を教員に

配布し、「授業の概要」「授業の目的」「学習目標」、各授業回数における「授業計画・

学習主題」「授業形態・事前事後学習・学習課題・備考」等の決められた記載事項の書

き方についてガイドラインを示している。 

開設年度のみならず、次年度以降に開講する科目についてもシラバスを掲載してお

り、学生が４年間の履修計画を見通して立てられるように配慮している。 

建学の精神「優れた QOLサポーターの育成」に資するように、QOLサポーターとして

備えるべき資質として S（科学的知識と技能を学び続ける力）・T（チームワークとリ

ーダーシップを発揮する力）・E（対象者を支援する力）・P（問題を解決する力）・S

（自己実現を達成する力）の５つを定義し、各科目のディプロマポリシーとの関連性を

シラバスに明記している。 

 シラバスの公開時期は、新年度開始前の 3月下旬としている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本学では成績の客観的指標として GPAを導入し、成績評価のＳ（4点）・Ａ（3点） 

・Ｂ（2点）・Ｃ（1点）までを合格、Ｄ（0点）を不合格としている。ただし、「基礎

ゼミ」は GPA対象外としている。 

 一部の学科においては、一定の GPA に達している学生に対して履修科目単位数の上

限（CAP制）を緩和しており、より多様な科目履修が可能となり、学修意欲を喚起する

仕組みを設けている。 

 なお、各学生の成績表（ポータルサイト及び紙面）には、GPAが明記されている。 

 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

学則第 42条に定める卒業要件を満たし、かつ、大学全体・各学部・各学科単位でそれ

ぞれディプロマポリシーに適った学生を対象として、卒業判定会議、教授会を経て、学

長が卒業を認定する。 

卒業を認定された者に対しては、学則第 43条に定める学位を授与する。 

ディプロマポリシー、卒業要件、取得可能な学位は下記の URLで公表している。 

上記の取組は、全学科共通している。 
https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html のうち、[学修の成果に係る評価及び卒 

業又は修了の認定に当たっての基準]の項目内 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

リハビリテーショ

ン学部 

理学療法学科 128 単位 ○有 ・無 50 単位 

作業療法学科 132 単位 ○有 ・無 50 単位 

言語聴覚学科 
（25 年度生以降）127 単位 

（24 年度生まで）124 単位 ○有 ・無 50 単位 

義肢装具自立支援

学科 
129 単位 ○有 ・無 50 単位 

鍼灸健康学科 124 単位 ○有 ・無 50 単位 

医療技術学部 
臨床技術学科 169 単位 ○有 ・無 50 単位 

救急救命学科 126 単位 ○有 ・無 50 単位 



  

診療放射線学科 128 単位 ○有 ・無 50 単位 

健康科学部 
健康栄養学科 124 単位 ○有 ・無 50 単位 

健康スポーツ学科 125 単位 ○有 ・無 50 単位 

看護学部 看護学科 124 単位 ○有 ・無 50 単位 

心理・福祉学部 
社会福祉学科 125 単位 ○有 ・無 50 単位 

心理健康学科 128 単位 ○有 ・無 46 単位 

医療情報経営学部 

医療情報管理学科 124 単位 ○有 ・無 50 単位 

健康データサイエ

ンス学科 
124 単位 ○有 ・無 50 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：下記の本学 WEBページ URLにて公表。 

          https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.htmlのうち、[校地、校舎等の 

施設及び設備その他の学生の教育研究環境]の項目内 

なお、個別の請求により本学入試事務室にてキャンパスガイドを配布。 

 

 



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

リハビリ

テーショ

ン学部 

理学療法

学科 
1,050,000 円 250,000 円 550,000 円 

左記「その他」の内訳は、施設

設備金と実験実習料。 

作業療法

学科 
1,050,000 円 250,000 円 550,000 円 

言語聴覚

学科 
1,050,000 円 250,000 円 550,000 円 

義肢装具

自立支援

学科 

1,050,000 円 350,000 円 550,000 円 

鍼灸健康

学科 
1,000,000 円 350,000 円 500,000 円 

医療技術

学部 

臨床技術

学科 
1,050,000 円 300,000 円 550,000 円 

視機能科

学科 
1,050,000 円 250,000 円 550,000 円 

救急救命

学科 
1,050,000 円 350,000 円 550,000 円 

診療放射

線学科 
1,150,000 円 250,000 円 600,000 円 

健康科学

部 

健康栄養

学科 
1,050,000 円 250,000 円 550,000 円 

健康スポ

ーツ学科 
900,000 円 250,000 円 450,000 円 

看護学部 看護学科 1,150,000 円 200,000 円 600,000 円 

心理・福

祉学部 

社会福祉

学科 
880,000 円 200,000 円 370,000 円 

心理健康

学科 
830,000 円 250,000 円 320,000 円 

医療情報

経営学科 

医療情報

管理学科 
850,000 円 200,000 円 300,000 円 

健康デー

タサイエ

ンス学科 

1,000,000 円 200,000 円 450,000 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

〇 基礎ゼミ 

１年次前期に学生７～８人程度のグループに教員１人がつき、充実した学生生活を送る 

ための基本的能力を育むことを目的として、大学での学習方法や心構え等を指導する。 

友人づくりやコミュニケーションの場としても基礎ゼミを活用する。 

〇 リメディアル教育 

  ・全入学者を対象として、数学・化学・物理・生物・現代文（各学科任意）にて各科目

のプレテストを実施し、一定の得点に達していない者については、e-learning による

学習を実施する。英語については、プレイスメントテストの結果を必修科目のクラス

分けに活用している。 

〇 学修支援センター 

学修アドバイザーが常駐し、専門科目の履修に向けて必要な理数系基礎科目の個別指導



  

や、専門科目の補習セミナーや学習相談など、さまざまな要望に対応する。 

〇 国家試験・資格試験指導体制 

  本学は実学系の学部構成であり、国家試験・資格試験の合格・取得が卒業後の就職に直

結することから、卒業研究ゼミの担当教員を中心に、各学科の国家試験・資格試験対策

委員と情報共有・連携し、指導にあたっている。 

〇 図書館の開館 

図書館は年間 300 日以上開館しており、平日は 9：00～21：00、土曜日は 9:00～17:00 まで

開館し、学習に集中できる環境を整備している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

〇 採用面接試験対策指導 

  模擬面接を行い、言葉遣い・身だしなみ等の指導を行うとともに、過去の就職活動報告

をもとに当該の企業等に特化した指導を実施している。 

〇 業種別学内説明会（４年次） 

  医療・福祉施設をはじめとして、過去の実績で各学科からの就職が多い企業等の採用担

当者を招き、説明会や合同ガイダンスを実施している。 

〇 就職センターWebページ 

  就職センターのホームページを開設しており、学生は就職試験情報や求人情報の検索が

可能で、全国どこからでも就職に関する情報収集が行うことができる。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

〇 アドバイザー制・学年担任制 

  新入生に対しては、基礎ゼミのクラス単位で教員がアドバイザーとなり、学修・対人関

係・一人暮らしの不安等に助言を与えられる体制をとっている。また、学科によっては

学年担任制を敷き、アドバイザー同様の役割を担っている。 

〇 学生（心理）相談 

  予約制により、精神科医師・臨床心理士による心理相談体制を整備している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：下記の本学 WEBページ URLにて公表。 

          https://www.nuhw.ac.jp/about/disclosure.html 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

1149人（1065）人

後半期

1141人（766）人

244人

195人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

新潟医療福祉大学

学校法人新潟総合学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
1087人（719）人

243人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F115310105113

（備考）

135人 139人

内
訳

第Ⅲ区分 101人 105人

（うち多子世帯） （48人） （48人）

（うち多子世帯） （27人） （28人）

第Ⅱ区分

183人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （36人） （37人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 425人 458人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

-

1157人（1067）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 -

年間計 -

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 人 人

13人 人 人

人 人

- 人 人

退学 -

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた者
の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消しを
受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

- 人 人

- 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことによ
り認定の取消しを受けた者の数

計

-

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消し
を受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 24人 人 人

計 185人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当 22人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 163人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 -

年間計 -

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止を
受けた者の数

３月未満の停学 -

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受け
た者の数


